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金沢市におけるアカモズの亜種間交雑例

石塚徹’

はじめに

アカモズＬα"juscristatusの一亜種シマアカモズZ,.c､Iucjo7ze"sjs（以下Ｌ､ｃ・Ｉ.）は，

主に中国東部・朝鮮半島などで繁殖し（清棲1978)，我が国では対馬や紬倉島など日本海

側の島喚で，春の渡りの時期にしばしば観察されるものの，繁殖は九州地方（1970年以降）

が知られているのみである（日本野鳥の会1980)．

筆者は，1989年８月に石川県金沢市において，数羽の幼鳥を連れたシマアカモズを観察

した．今回は，シマアカモズが本州で繁殖した最初の例であると同時に，別亜種アカモズ

L､c､supercjJjosus（以下Ｌ,c,s､）とっがいをつくっていた興味深い例でもあるので，前

後の状況を報告する．

本文に先立ち，再三の御意見・御協力をいただいた金沢大学自然科学研究科の池田善英

氏，および公園内での捕獲・標識調査を快く許可して下さった石川県健民公社の方々に感

謝申し上げる．

観察結果

シマアカモズの親子がみられた場所は，金沢市普正寺町の健民海浜公園内の林（36.35′

N，136.35'Ｅ，通称「普正寺の森｣）である．この公園は，日本海に面した砂丘上に主と

してクロマツＰｍｕｓｔﾉb皿ｂｅ７ｇｊｊ，ニセアカシアRo6j"japseudoacacja，エノキCejtjssj‐

"e"sjsvar・mpo"jcaの林が広がった50haほどの場所で，留鳥としてシジュウカラＰα『ｕｓ

、”or，キジＰﾉbasja皿ＳＣＯ/cﾉijcus，カルガモＡ"αsPoecjIorﾉiy凡cﾉbαなど15種が，夏烏と

してクロツグミ恥r血scardis，カッコウCtJcuJ四ｓｃα"orus，ササゴイButorjdesstrjatus

など７種が繁殖している．モズの仲間としては，モズＬα凡jusbuCePﾉbaIUS，アカモズ，チ

ゴモズＬ､tjgr”sの３種とも繁殖しており，このうちではアカモズが最も多く，主に林

縁に10～15つがいが生息している（以上，石塚1990)．

シマアカモズを最初に確認したのは８月４日で，幼鳥を６～７羽ともなっていた．この

シマアカモズ（Fig.１）は体色から雄と判断された．幼烏はすでに尾羽も生えそろってお

り，巣立ち後少なくとも一週間は経っているものと思われたが，しきりに親鳥のシマアカ

モズに餌乞いをしており，親鳥はこれにコガネムシ類，カマキリ幼虫などを給餌していた．

幼烏たちが親鳥を追い回しているため，観察期間中はほぼ一日親子でみられた．

1990年10月15日受理

ｌ・金沢大学理学部生態学研究室．〒920石川県金沢市丸の内１－１

現住所：〒249神奈川県逗子市逗子４－５－２５



具弓感鞍

＝

i蕊，

"f噌駕識騨

晶

晶L

認

_<４

『
や
矛
抑
〃

Ｉ
、
’
、
●
‐
、
、
“
燃
屑

鱗。

7２

Fig.１．ＴｈｅｍａｌｅＢｒｏｗｎＳｈｌ､ｉｋｅＬａｎ虹scrZsta虹sZucto凡ｅＪｚｓｔｓｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎＫａｎａｚａｗａｉｎ

Ａｕｇustl989．

８月５日から６１１にかけて，これらのうち６羽の幼烏をかすみ網によって捕獲し，標識

放鳥した．雄親であるシマアカモズは，幼烏が捕狸されたさい，網場の上に来て警戒・威

嚇するなどしたが，結局捕独には至らなかった．

一方，比較的目立たないながらも家族群の中に観察され，また幼鳥と同時に捕獲もされ

た亜種アカモズ雌が，シマアカモズのつがい相手と考えられた．幼烏の頭部の羽毛は，後

に述べるように，両亜種の色彩的特徴を併せもっていた．

発見当初（８月４日～８日）の家族群の行動圏は，森林の南西側に半島状に派生した土

手l良のクロマツ林（樹高約15ｍ）と，その両側の草地とからなっていた．この草地にもク

ロマツやネムノキAj6jziaル"brjss加の若木が点在している．当初の５日間の観察では，

行動圏はおよそ一定の約0.9haに限られており，この面積はこれまでに報告されているア

カモズの家族群の行動圏（倉沢1975，中村1985）と大差なかった．また，周辺で繁殖し

た他のアカモズやモズの行動圏と接したり，一部を重複し合ったりしていたが，発見から

およそ10｢1の後にはこのシマアカモズの家族群は姿を消し，，代わって別のアカモズの家族

群の進入がみられた．この後，シマアカモズおよびその家族の個体が周辺で観察されるこ

とはなかった．倉沢（1975）も，巣立ち後20日目に，アカモズの家族群が繁殖地を去った

例を示している．

捕獲した幼烏６羽については，各部の測定を行ない，体色をチェックした．比較のため

に別のアカモズの幼鳥（Z,.c,s､×Z,.c､s・；いずれも日齢は不明であるが，羽毛はのび切っ

ていた）も７羽を捕漉し，測定などを行なった．

この結果，各部の測定値では両者の間に尾羽以外に有意な差はなかった（Tableｌ）．

尾羽については，まだ発育段階であった可能性も残る．一方，体羽の色彩に関しては，若

干の差異がみられた．すなわち，Ｚ,.c・Z.×Z,.c､s,の幼烏の頭部は，黄褐色味のある灰色

に黒褐色の横縞の入る羽毛が大部分を占め，これに赤褐色の羽毛が少々混じる程度であっ
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Table1．Comparisonofmorphologicalmeasurementsofjuvenilesbetweentwosubspecies

ofBrownShrikes,Ｌα励虹scrzsta皿sZucZo刀e凡sjs(L､c､Z.）ａｎｄＬ.c・sz4pgﾉ℃飯osus(L,c､s､)．
印

Bobylength（ｍ、）

TotalWingspanWing TailTarsusCulｍｅｎ

Ｂｏｂｙｗｅｉｇｈｔ

（９）

Ｌ､c･Z.×Ｌ･c.s，195±4.5263±5.285.4±1.8679.1±3.3223.6±0.7415.3±０．２６３３:3±2.77
（、＝６）

Ｌ､c､s､×Ｌ､Ｃｓ・’97±2.7273±9.886.7±1.9583.6±1.9123.6±0.7515.3±0.4931.1±1.80
（ｎ＝７）

Ｆ＊ 1．１４１．７３１．４９９．５９０．０２０．０５２７１

Ｐ 0.3080.2180.248０．０１０0.8880.835０１３１

＊Ｆ一検定

た（Fig.２）のに対し，Ｌ､c､s・×Ｌ､c､s,の幼烏の頭部は，黒色の横縞のある赤褐色の羽

毛が多く，個体によって灰色味のあるタイプの羽毛が多少混じる程度であった（Fig.３）．

背面の色彩は，前者はくすんだ褐色の羽毛を主体とし，灰色で横縞の入る羽毛がかなり混

じることがあったが，後者は明らかに赤褐色味の強い羽毛のみからなっていた．

今回の記録はあくまでも幼羽の段階のものであり，この後まもなくシマアカモズの家族

群がみられなくなったため，第１回冬羽に換羽してからの色彩の差については言及し得な

い．しかし，上記のような特徴のために，遠くからみると前者の幼烏の頭部は一様に灰色

にみえ，雄親に酷似していた．

なお，翌1990年の繁殖期には，同公園内にシマアカモズおよびその家族であったアカモ

ズが渡来したかどうかは確認できなかった．

；罫涜…~.~同縄嘱・蕊一、

11識iii鍵凶、

Fig.２．Headsofjuveniles.Ｌα瓦虹sα､ista虹sZucio瓦e凡sis×Ｌ､ｃ・supe7℃趣osus
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Fig.３．Headsofjuveniles:Ｌ,ｃ､sUperc雌osus×Ｌ,ｃ､sUpe7℃地osus

考察

石川県内では，シマアカモズは輪島I1i沖のⅢ!|倉島やセツ島で５月ごろよくみられる（Ｆ１

本野鳥の会石川支部1979）が，そのほかでは記録がなかった．しかし，普lE寺の森では，

ヤツガシラUpupaepQps，ムギマキFjceduIam,ugjma賊などが毎年みられるほか，近年

だけでもカラアカハラTu7dusﾉZo7･“lo7､u"z，カラフトムジセシカＰﾉly〃oscQpusscﾉjuﾉa79zj，

ヤマショウビン亙上zJCyoncoroma7zda（ｎ本野鳥の会石川支部1990)，ハシブトアカゲラ

Pjcojdesmq/orbreUjrosかjｓ（石塚1990）など，日本海上が渡りのコースの一部とみら

れる大陸系の渡り鳥の記録が少なくない．こうしたことからも，シマアカモズが渡りの途

中に出現し，アカモズの繁殖個体群に入りこんだとしても，決して意外なこととはいえな

い．同年４月上旬にも，今回の場所からおよそ700ｍ北に離れた同公園内の別の地点で，

シマアカモズらしき個体が１羽，他の探烏者によって観察されている．しかし，この個体

がシマアカモズであったとしても，一時的な目撃例であったことから，渡り途中の通過個

体と考えた方がむしろ自然であろう．

一方，亜種アカモズの繁殖分布は日本列島に限られ，本州と九州の間ではっきりとシマ

アカモズの分布域と隔てられており，さらに本州西部ではアカモズは少ないとされている

(日本野鳥の会1980)．しかし，渡りの時期にはそのコースの一部で両亜種が入り混じる

訳であり，九州や本州西部では，すでに噸種間交雑の起こっていることも考えられないこ

とではない．

今回，本州のアカモズの個体群内に姿を現し繁殖に加わったシマアカモズが，九州で繁

殖する個体群由来のものか，あるいは大陸から迷いぎみに渡来したものかは判断できなかっ

たが，ヒメアマツバメApusqがinis，イワミセキレイＤｅ"ｄｍ刀α"蛾usmdicus（日本野鳥

の会1980)，ホオジロハクセキレイMotacj"ααj6aZeucOPsjs（中村1987）など，西日

本から分布を広げた種・亜種もあることから，シマアカモズが西日本や日本海側を中心に

進出してくる可能性も考えられ，今後の動向に注目したい．
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要約

1989年８月に，石川県金沢市普正寺町の健民海浜公園のクロマッ林の縁で，シマァカモズ雄，アカ

モズ雌，および幼鳥６～７羽からなる家族群を観察した．シマアカモズの本州での繁殖は初記録であ

る．また，アカモズの亜種間交雑のはじめての例である．捕穫し標識放鳥した幼鳥の頭部には，灰色

味の強い羽毛に赤色味の強い羽毛が混在しており，亜種間交雑の結果と思われた．シマァカモズの分

布拡大の可能性について考察した．
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AcaseofhybridizationinBrownShrikesubspecies，

Ｌα〃juscrjstatusIucjo"e"ｓｊｓａｎｄＬ.ｃ､sUpercj〃osusinKanazawa

Torulshizuka1

ApairofmalePhilippineBrownShriｋｅＬ・cFojstatusIucio凡e凡sisandfemaleJapanese

BrownShrikｅＬ.ｃ,ｓ処perciZjos哩ｓｗｉｔｈ６‐７fledglingswereobservedinKanazaｗａ，Ishika‐

waPrefecture,inAugustl989,Plumageofthejuvenileshadthecolorsofbothsubspecies，

ThisisthefirstbreedingrecordofｔhePhilippineBrownShrikeinHonshｕ，andthefirst

caseofhybridizationinBrownShrikesubspecies、

１．LaboratoryofEcology，FacultyofScience，KanazawaUniversity・l-1Maruno

uchi，Kanazawa，Ishikawa920
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